
□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
２
１
）

　
り
ば
ー
ぴ
あ
庄
内
川
実
行
委
員

会
で
は
、
庄
内
川
と
土
岐
川
流
域

の
１３
の
市
・
町
・
県
・
国
が
参
加

し
河
川
と
人
と
の
触
れ
合
い
を
通

じ
て
、
河
川
へ
の
理
解
や
関
心
を

深
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　
ボ
ー
ト
で
の
川
下
り
や
魚
探
し

な
ど
、
楽
し
い
企
画
を
た
く
さ
ん

用
意
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１９
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
１
時
（
雨
天
中
止
、
小
雨

決
行
）

□
と
こ
ろ
　
み
ず
と
ぴ
ぁ
庄
内（
愛

知
県
清
須
市
）

　
　
国
土
交
通
省
庄
内
川
河
川
事

務
所
地
域
連
携
課
志
０
５
２
―
９

１
４
―
６
９
２
４

　
千
の
風
の
会
世
話
人
を
講
師
に

迎
え
、「
大
切
な
人
を
亡
く
し
て
」

と
題
し
た
講
演
会
と
東
濃
地
区
自

　
ふ
る
さ
と
の
先
人
、
下
田
歌
子

を
顕
彰
す
る
下
田
歌
子
賞
。
こ
と

し
も
短
歌
の
部
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
推
薦
作
品
を
投
票
し
て
い
た

だ
き
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
１
月
２
日
か
ら
平
成

２７
年
１
月
１
日
ま
で
に
、
新
築
や

増
築
し
た
家
屋
の
評
価
額
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
は
、
必
ず
固
定
資
産
評

価
補
助
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す

の
で
、
不
審
に
思
う
と
き
に
は
提

示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

□
調
査
日
時
　
事
前
に
連
絡
し
ま

す
。

□
調
査
内
容
　
家
屋
の
構
造
や
各

部
分
の
仕
上
げ
な
ど
を
確
認
し
、

所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
で
す
。

□
用
意
す
る
物
　
認
め
印
と
建
築

確
認
通
知
書
な
ど

□
そ
の
他
　
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
、
税
務
課
か
最
寄
り
の
振

興
事
務
所
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
税
務
課
（
内
線
５
１
２
）

　　
市
茶
道
連
盟
の
協
力
で
、
抹
茶

の
無
料
体
験
を
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
入
館
料
が
無
料
で
す
。

□
と
き
　
１０
月
２５
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

死
遺
族
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１２
日
㈰
午
後
１
時

半
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
多
治
見
市
産
業
文
化

セ
ン
タ
ー
　
　
　

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
自
死

遺
族
の
集
い
は
家
族
を
自
死
で
亡

く
し
た
方
が
対
象
で
す

　
　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

志
０
５
８
―
２
７
３
―
１
１
１
１

（
内
線
２
２
５
２
）

　
市
で
は
、
集
落
単
位
で
設
置
す

る
電
気
牧
柵
な
ど
へ
の
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
設

置
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農
林

課
に
あ
る
要
望
書
に
記
入
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
が
各
地
域

で
増
加
し
、
深
刻
な
影
響
が
出
て

い
ま
す
。
ま
た
野
生
動
物
の
保
護

の
観
点
か
ら
も
農
作
物
の
被
害
防

止
策
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
各
地
区
の
農
家
３
戸
以

上
で
構
成
す
る
農
業
集
落

□
補
助
額
　
取
り
組
み
に
掛
か
る

総
資
材
費
の
３
分
の
１
以
内
。
た

だ
し
人
件
費
、
テ
ス
タ
ー
、
危
険

表
示
板
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
な
ど

は
対
象
外
で
す
。

□
締
め
切
り
　
１０
月
３１
日
㈮

　
　
　
　
農
林
課（
内
線
５
２
６
）

　
第
2３
回
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技

工
士
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
資
格
を

持
っ
て
い
な
が
ら
、
結
婚
や
子
育

て
な
ど
で
職
場
を
離
れ
て
い
る
歯

科
衛
生
士
と
歯
科
技
工
士
の
方
の

復
職
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
も
眠
っ
て
い
る
資
格
を
生
か
し

て
、
医
療
現
場
に
復
帰
し
ま
せ
ん

か
。

□
と
き
　
１１
月
１３
日
㈭
正
午
～
午

後
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
県
歯
科
医
師
会
館

（
岐
阜
市
）

□
内
容
　
講
義
と
実
習
　
▽
歯
科

衛
生
士
＝
Ｓ
Ｒ
Ｐ
・
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
な

ど
　
▽
歯
科
技
工
士
＝
有
床
義
歯

技
工
学
、
歯
冠
修
復
技
工
学
な
ど

□
料
金
　
無
料

□
締
め
切
り
　
１１
月
１１
日
㈫

□
そ
の
他
　
希
望
者
に
は
就
職
先

の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
公
益
社
団
法
人
県
歯
科

医
師
会
志
０
５
８
―
２
７
４
―
６

１
１
６
　

　「
ふ
る
さ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
心
の
こ
も
っ
た
作
品
に
ぜ
ひ
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
１０
月
１６
日
㈭
～
３０
日
㈭

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
ロ
ビ
ー
、
教

育
委
員
会
（
岩
村
振
興
事
務
所
）、

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
セ

ン
、
市
中
央
図
書
館
、
中
山
道
広

重
美
術
館
、
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
、
岩
村
歴
史
資
料
館
、
勝
川
家

□
投
票
方
法
　
小
学
生
の
部
と
中

高
生
の
部
、
一
般
の
部
で
、
事
前

審
査
を
通
過
し
た
２０
首
の
中
か

ら
、
推
薦
す
る
１
首
を
投
票
用
紙

に
記
入
し
、
投
票
す
る

□
発
表
・
表
彰
　
１２
月
１３
日
㈯
岩

村
コ
ミ
セ
ン
で
、
部
門
別
に
得
票

数
の
多
い
上
位
５
首
を
発
表
し
、

表
彰
し
ま
す
。

　
　「
下
田
歌
子
賞
」
実
行
委
員

会
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）
志
４

３
―
２
１
１
２
（
内
線
３
２
１
）

　
各
地
域
の
コ
ミ
セ
ン
で
行
っ
て

い
る
乳
幼
児
学
級
が
、
一
堂
に
会

し
て
合
同
乳
幼
児
学
級
を
行
い
ま

す
。
足
や
背
骨
、
首
を
意
識
し
な

が
ら
親
子
で
楽
し
く
運
動
し
、
体

の
ゆ
が
み
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

□
と
き
　
１０
月
２２
日
㈬
午
前
１０
時

（
午
前
９
時
半
か
ら
受
け
付
け
）

□
と
こ
ろ
　
ま
き
が
ね
公
園
体
育

館□
対
象
　
各
コ
ミ
セ
ン
の
乳
幼
児

学
級
生
や
、
未
就
園
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

□
講
師
　
多
々
良
恵
子
さ
ん

□
料
金
　
無
料

□
持
ち
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
大
き

め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
な
ど

　
　
生
涯
学
習
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
４
）　

　北野恒富

「『桜ビール』文字入
りの和服を着て給仕
する女性」

秋季特別企画展

１０/２㈭～１１/３０㈰

大衆に商品を宣伝する広告として作られた、明治
期から昭和期のポスターに見る各時代の風俗と流
行を紹介します。
１０月５日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料で
す。当日、受付係に「恵那市民です」と伝えてください）
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

　毎年、市民の皆さんの意見や提案を把握して市政
に反映させるため、地域協議会の主催で地域懇談会
を開催しています。
　今回は、第２次総合計画と地域計画の策定につい
て説明し、地域ごとの課題も、行政と一緒に考え取
り組む機会とします。
　各地域懇談会の日程と会場は、右の表の通りです。
多くの方の参加をお待ちしています。
　　まちづくり推進課（内線６３５）

※開催時間は、各地域とも午後７時～９時

地域懇談会を開催　～皆さんの意見や提案を市政に反映～ ・・

□とき　１１月３日㈪午後０時２０分（開場は午前１１時半）
□ところ　恵那文化センター
□出演団体　大井文楽保存会、半

は ん

原
ば ら

操
あやつり

人
に ん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

保存会、真
ま

桑
く わ

文楽
保存会、阿

あ

波
わ

木
で

偶
こ

箱
は こ

まわし保存会
□料金　無料
□その他　食事や特産品などの物
販もあります。
　　第１９回県文楽・能大会えな
２０１４実行委員会（文化スポーツ
課内）志４３-２１１２

第１９回県文楽・能大会えな２０１４

「サカツ・コレクション　日本のポスター芸術    
  浮世絵、引札から始まった広告アート」

　市制１０周年記念第１９回県文楽・能大会えな２０１４を開催
します。今回のテーマは「未来に受け継ごう、伝統の心と技」。
日本の古典芸能の文楽や能は、県内でも数多く伝承されてい
ます。この大会は、地域の伝統芸能の保存と活用を通して地
域の活性化につなげることを目的としています。

下
田
歌
子
賞「
短
歌
の
部
」

一
般
投
票
を
受
け
付
け

申
・
問

案
内

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

無
料
体
験

合
同
乳
幼
児
学
級　

親
子

で
姿
勢
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

河
川
で
楽
し
む「
り
ば
ー
ぴ

あ
庄
内
川
２
０
１
４
」

こ
こ
ろ
を
守
る
講
演
会
と

自
死
遺
族
の
集
い

家
屋
調
査
を
実
施

来
年
度
の
農
作
物
被
害
防

止
対
策
に
補
助
金
を
交
付

歯
科
医
療
の
現
場
に
復
帰

し
ま
せ
ん
か

問

申
・

問

問

問 問

問

▲大井文楽保存会が伝統の心と
技を披露

▲

地
域
の
意
見
を
聞
く

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

とき 地域名 ところ

１０月２３日㈭ 上矢作町 上矢作コミセン
１０月２４日㈮ 串原 サンホールくしはら
１０月２７日㈪ 中野方町 中野方コミセン
１１月５日㈬ 飯地町 飯地コミセン
１１月６日㈭ 東野 東野コミセン
１１月１０日㈪ 山岡町 山岡農村環境改善センター
１１月１４日㈮ 武並町 武並コミセン
１１月１８日㈫ 明智町 明智文化センター
１１月２１日㈮ 三郷町 三郷コミセン
１１月２６日㈬ 大井町 市消防防災センター
１１月２７日㈭ 長島町 市市民会館
１１月２８日㈮ 笠置町 笠置コミセン
１２月２日㈫ 岩村町 岩村コミセン

問

問問

問
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県
で
は
、
県
内
の
中
山
道
沿
線

地
域
の
連
携
強
化
と
街
道
観
光
の

促
進
を
目
的
と
し
た
「
中
山
道
ぎ

ふ
１７
宿
歩
き
旅
２
０
１
４
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
大
井
宿
で
も
「
姫
街
道
で
つ
な

が
る
恵
那
の
華は

な

ず
し
体
験
」や「
人

形
浄
瑠
璃
体
験
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

　
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
市
役

所
ロ
ビ
ー
や
観
光
交
流
室
、
市
観

光
物
産
館
え
な
て
ら
す
で
入
手
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
観
光
交
流
室（
内
線
５
３
２
）

　
恵
那
保
健
所
で
は
、
統
合
失
調

症
の
方
を
支
え
る
家
族
を
対
象
と

し
、
統
合
失
調
症
家
族
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　
疾
患
と
障
が
い
特
性
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
家
族
の
対
応
方
法

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
の

治
療
中
断
を
予
防
し
、
安
心
し
た

在
宅
療
養
生
活
を
目
指
し
ま
す
。

　
家
族
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
２７
日
㈪
午
後
２
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎
南
棟

□
対
象
　
市
内
か
中
津
川
市
在
住

の
統
合
失
調
症
当
事
者
を
支
え
る

家
族

□
内
容
　
❶
講
話
　
▽
演
題
＝

「
統
合
失
調
症
の
理
解
と
家
族
の

対
応
」　
▽
講
師
＝
曽
根
靖
貴
氏

（
大
湫
病
院
副
院
長
）
❷
座
談
会

□
料
金
　
無
料        

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

込
む

□
締
め
切
り
　
１０
月
２３
日
㈭
　
　

　
　
　
　
恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
２

５
９
）

　
岩
村
町
上
町
で
、
か
つ
て
染
物

業
を
営
ん
で
い
た
「
吉
岡
屋
」
は
、

江
戸
時
代
の
後
期
に
京
都
の
染
物

屋
で
修
行
。
の
れ
ん
分
け
し
て
も

ら
っ
た
後
、
岩
村
に
戻
り
染
物
業

を
始
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
吉
岡
」
の
屋
号
を
現
在
も
守

り
続
け
て
染
物
を
し
て
い
る
京
都

「
染
司
よ
し
お
か
」
の
５
代
目
当

主
の
吉
岡
幸
雄
氏
を
招
い
て
文
化

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
岩
村
と
京
都
の
二
つ
の
吉
岡
屋

の
縁
を
晩
秋
の
岩
村
で
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
１１
月
２９
日
㈯
午
後
１
時

半
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
定
員
　
２
５
０
人

□
内
容
　
▽
第
１
部
＝
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
紫
」　
▽
第
２

部
＝
文
化
講
演
会

□
そ
の
他
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

と
岩
村
コ
ミ
セ
ン
で
入
場
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

※
１
人
５
０
０
円
の
参
加
協
力
金

を
お
願
い
し
ま
す

　
　
岩
村
の
歴
史
と
文
化
と
未
来

を
語
る
型
紙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
志

０
９
０
―
４
７
９
８
―
０
７
９
８

　「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
申
請
受
け
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

方
に
は
、
７
月
末
に
申
請
書
を

発
送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請

し
て
い
な
い
方
は
早
め
に
手
続

き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
を
紛
失
し
た
方
は
再

発
行
し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
と
支
給
方
法

□
締
め
切
り
　
１１
月
４
日
㈫

（
郵
送
の
場
合
は
締
め
切
り
日

の
消
印
有
効
）

□
提
出
方
法
　
申
請
書
に
同
封

し
た
返
信
用
封
筒
で
の
郵
送
が

原
則
で
す
が
、
窓
口
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

□
提
出
先
　
▽
郵
送
＝
臨
時
福

祉
給
付
金
等
支
給
業
務
推
進
本

部
（
市
役
所
会
議
棟
内
）　
▽

窓
口
＝
市
役
所
会
議
棟
（
各
振

興
事
務
所
で
は
受
け
取
り
の

み
）

□
窓
口
で
の
受
付
時
間
　
平
日

の
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
１５

分□
支
給
方
法
　
原
則
と
し
て
、

申
請
書
で
指
定
さ
れ
た
金
融
機

関
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。
申

請
の
受
け
付
け
か
ら
給
付
金
が

振
り
込
ま
れ
る
ま
で
、
１
カ
月

半
程
度
か
か
る
見
込
み
で
す
。

注
意
事
項

❶
申
請
書
は
支
給
対
象
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
方
に
発
送
し
て

い
ま
す
。
申
請
後
の
審
査
で
要

件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
が
判
明

し
、
不
支
給
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

❷
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
に

は
申
請
書
の
他
、
対
象
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
方
（
申
請
書
に

印
字
の
あ
る
方
）
全
員
分
の
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
）
の
写
し
、

振
込
先
口
座
の
通
帳
ま
た
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
が

必
要
で
す
。

　
　
臨
時
福
祉
給
付
金
等
支
給

業
務
推
進
本
部（
内
線
２
２
９
）

   

二
つ
の
臨
時
給
付
金
の
受
け
付
け
は
１１
月
４
日
ま
で

問

□
採
用
予
定
日
　
❶
１１
月
２６
日
㈬

❷
平
成
２７
年
１
月
２６
日
㈪
（
事
前

の
２
カ
月
間
は
仮
採
用
）

※
雇
用
期
間
は
、
６５
歳
の
誕
生
月

ま
で

□
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参

し
、
直
接
申
し
込
む

□
受
付
期
間
　
１０
月
１
日
㈬
～
３１

日
㈮
（
必
着
）

　
　
　
　
施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３
　
　

　
公
益
財
団
法
人
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信

託
地
域
文
化
財
団
で
は
、
長
年
、

地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て
き

た
団
体
、
特
に
地
域
の
音
楽
や
美

術
、
演
劇
、
伝
統
芸
能
の
各
分
野

で
努
力
し
て
い
る
団
体
へ
助
成
し

て
い
ま
す
。
助
成
を
希
望
す
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
部
門
　
音
楽
部
門
、
美
術
展
部

門
、
演
劇
部
門
、
伝
統
芸
能
部
門

□
対
象
　
平
成
２７
年
４
月
～
平
成

２８
年
３
月
ま
で
に
公
演
や
展
覧
会

を
開
催
す
る
団
体

※
音
楽
と
演
劇
、
伝
統
芸
能
は
、

ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
が
対
象
。
過

去
に
当
財
団
の
助
成
を
受
け
た
団

体
は
、
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と

□
申
し
込
み
方
法
　
応
募
書
類
を

郵
送
す
る

□
締
め
切
り
　
１１
月
３０
日
㈰
（
当

日
消
印
有
効
）

□
そ
の
他
　
募
集
要
項
と
応
募
書

類
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.m

ut-tiikibunkazai
dan.or.jp

）か
ら
取
得
で
き
ま

す
。

　
　
　
　
〒
１
０
３
―
０
０
２
７

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
―
２
―

４
日
本
橋
ビ
ル
公
益
財
団
法
人
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
地
域
文
化
財
団
志

０
３
―
３
２
７
２
―
６
９
９
３

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
２
１
）

　

動物追い払い花火の事故に注意

　動物追い払い花火（連続発射式のもの）
の使用中に、持ち手付近が破裂し、指を欠
損する事故などが多発しています。この追
い払い花火は、発音薬と呼ばれる火薬を連
続で上空に飛ばし、大きな爆発音で動物を
追い払う製品です。野生鳥獣による農作物
への被害対策に使用されるケースが多いで
すが、外国からの輸入品が多く、火薬が暴
発する危険があります。このような製品を
使用するときは、直接手に持たず、くいな
どに固定して使用してください。
　　予防課志 26-0119（内線 261）

◀
打
ち
上
げ
式
動
物
追
い
払
い
花
火
に
よ
る
事
故
多

発
を
受
け
、
経
済
産
業
省
が
注
意
を
呼
び
掛
け
る

　　
来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
市

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
と
人
数
　
▽
一
般
事
務
職

（
大
学
卒
）＝
若
干
名（
３０
歳
ま
で
）

▽
一
般
事
務
職
（
身
体
障
が
い
者

枠
）
＝
若
干
名
（
３０
歳
ま
で
）　

▽
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
＝
若
干

名
（
４５
歳
ま
で
）　
▽
看
護
師
＝

若
干
名
（
５５
歳
ま
で
）

※
年
齢
は
平
成
２６
年
４
月
２
日
現

在

□
一
次
試
験
　
▽
と
き
＝
１１
月
１

日
㈯
　
▽
と
こ
ろ
＝
岩
村
振
興
事

務
所

□
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
に
備

え
付
け
の
「
職
員
採
用
試
験
申
込

書
」
に
❶
住
民
票
❷
卒
業
（
見
込

み
）
証
明
書
❸
成
績
証
明
書
❹
資

格
・
免
許
証
の
写
し
❺
写
真
❻
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
―
を
添
え
て
、

郵
送
か
持
参
し
て
申
し
込
む

※
申
請
書
類
は
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://w

w
w

.city.ena.
lg.jp

）
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
１０
月
１７
日
㈮
午
後

５
時
15
分
（
必
着
）

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
総
務
課
職
員
係
（
内

線
３
０
６
）

□
職
種
（
人
数
）　
❶
嘱
託
職
員

＝
都
市
公
園
管
理
業
務
（
１
人
）

❷
嘱
託
職
員
＝
え
な
斎
苑
管
理
業

務
（
１
人
）

□
給
与
　
公
社
規
程
に
よ
る

□
対
象
　
❶
普
通
自
動
車
運
転
免

許
取
得
者
❷
不
問

統
合
失
調
症
家
族
教
室

地
域
文
化
の
振
興
に
助
成

を
希
望
す
る
団
体

施
設
管
理
公
社
の
職
員

吉
岡
幸
雄
氏
の
文
化
講
演

会

市
の
職
員

中
山
道
ぎ
ふ
１７
宿
歩
き
旅

２
０
１
４

募
集

▲公式ガイドブック

▲講師の吉岡幸雄氏

▲子どもの成長を支える
保育士

□利用方法　中津川税務署志０５７３-６６-
１２０２へ電話を掛けてください。自動音声案
内により「１」を選択すると「電話相談セン
ター」につながります。
□受付時間　午前８時半～午後５時（土日曜
日、祝日、年末年始を除く）

国税の問い合わせ
「電話相談センター」の利用案内

申
請
し
た
か

カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ

▲厚生労働省給付金キャ
ラクター「カクニンジャ」

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

問

申
・

問

問

問

申
・

問

申
・

問

申
・

問

問
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恵
那
の
匠

　
布
団
や
型
紙
、
和
菓
子
、
布
ぞ

う
り
、
建
具
製
作
、
ロ
ク
ロ
工
芸

の
各
分
野
で
伝
統
技
術
を
伝
承
す

る
職
人
の
匠
の
技
を
体
感
で
き
ま

す
。

体
験
イ
ベ
ン
ト

巨
大
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路

　
地
場
産
業
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使

用
し
た
巨
大
迷
路
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

□
時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

□
料
金
　
無
料

恵
那
商
工
会
議
所
部
会
体
験
イ
ベ

ン
ト

　
業
種
別
に
九
つ
の
部
会
が
趣
向

を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

恵
那
の
産
業
・
物
産
が
大
集
合

　
４９
の
展
示
ブ
ー
ス
や
１９
の
物
産

販
売
、
こ
と
し
の
み
の
じ
の
み
の

り
祭
ま
ん
ぷ
く
番
付
入
賞
者
の
出

店
（
展
）が
あ
り
ま
す
。

学
生
イ
ベ
ン
ト

ケ
ー
キ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
ケ
ー
キ

の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
入
賞
者
を
表
彰

し
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ

　
小
学
生
が
商
売
の
体
験
を
す
る

イ
ベ
ン
ト
。
過
去
最
大
の
１４
チ
ー

ム
６４
人
が
参
加
し
、
食
べ
物
や
雑

貨
を
販
売
し
ま
す
。

高
校
生
の
研
究
発
表
と
体
験
イ
ベ

ン
ト

　
高
校
生
が
授
業
で
学
ん
だ
研
究

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

中
京
学
院
大
学
の
サ
ー
ク
ル
活
動

披
露

　
大
学
生
が
空
手
道
の
演
舞
や
踊

り
を
披
露
し
ま
す
。

　

市
内
の
産
業
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
「
聞
い
て
、
見
て
、
知
っ
て
伝
え

る
も
の
づ
く
り 

～
地
場
産
業
の
魅
力
を
内
外
へ
発
信
～
」
を
テ
ー
マ
に
「
ｖ
ｉ
ｖ

ａ（
ビ
バ
）Ｊ
Ｉ
Ｖ
Ａ（
地
場
）フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
Ｅ
Ｎ
Ａ
２
０
１
４
」を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
２５
日
㈯
　
午
前
９
時
半
～
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
ま
き
が
ね
公
園
体
育
館
と
そ
の
周
辺

　
　
恵
那
産
業
博
覧
会
実
行
委
員
会
（
恵
那
商
工
会
議
所
内
）
志
２
６
―
１
２
１
１

問

ビ
バ
地
場
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

▲ことしの目玉、巨大段ボール迷路

▲小学生が商売を体験

１０月２５日

　
郷
土
の
先
人
佐
藤
一
斎
の
顕

彰
と
今
に
生
き
る
教
え
を
学
ぶ

「
言
志
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

顕
彰
祭

□
と
き
　
１０
月
２５
日
㈯
午
前
１０

時
～
１１
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
歴
史
資
料
館

前（
雨
天
時
は
岩
村
コ
ミ
セ
ン
）

□
料
金
　
無
料

記
念
講
演
会

□
と
き
　
１０
月
２５
日
㈯
午
後
１

時
半
～
３
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
料
金
　
無
料

□
演
題
　「
佐
藤
一
斎
が
問
い

掛
け
る
も
の
～
志
を
言
う
こ
と

の
意
義
～
」

□
講
師
　
吉
田
公
平
氏
（
東
洋

大
学
名
誉
教
授
）

記
念
特
別
展

□
期
間
　
１１
月
２４
日
㈪
ま
で
　

□
と
こ
ろ
　
岩
村
歴
史
資
料
館

□
内
容
　
佐
藤
一
斎
著
「
言
志

四
録
」
や
「
愛あ

い

日に
ち

楼ろ
う

文ぶ
ん

詩し

」、

「
六ろ

っ

曲き
ょ
く

屏び
ょ
う

風ぶ

」
な
ど
の
展
示

□
料
金
　
３
０
０
円

共
通

　
　
佐
藤
一
斎
顕
彰
会（
鈴
木
）

志
０
９
０
―
８
１
３
５
―
２
４

２
１

　
本
市
と
中
津
川
市
が
舞
台
の

イ
ベ
ン
ト
「
恵
那
山
麓
博
覧
会

え
な
か
２
０
１
４
」
を
開
催
し

ま
す
。
地
域
の
食
べ
物
を
楽
し

ん
だ
り
、
歴
史
や
文
化
な
ど
を

体
験
し
た
り
で
き
る
４３
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
小
規
模
の
体
験
交
流

型
イ
ベ
ン
ト
）
が
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.
enaka-gifu.com

/

）
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
（
市
役
所
ロ
ビ
ー
、
え

な
て
ら
す
な
ど
に
設
置
）
で
確

認
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
１０
月
１１
日
㈯
～
11
月

１６
日
㈰

□
と
こ
ろ
　
恵
那
山
麓
エ
リ
ア

（
本
市
と
中
津
川
市
）

　
　
え
な
か
事
務
局
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
え
な
こ
こ
内
）
志
２
２
―

９
２
１
１

　
自
転
車
を
活
用
し
て
こ
の
地

域
の
自
然
や
観
光
資
源
を
案
内

す
る
、
自
転
車
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１８
日
㈯
午
前
１１

時
～
午
後
５
時
、
１９
日
㈰
午
前 

９
時
～
午
後
３
時
（
全
２
回
）

□
と
こ
ろ
　
保
古
の
湖
自
然
館

□
定
員
　
１０
人 （
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
丹
羽
隆
志
さ
ん
（
に

わ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
ズ
主

宰
）

　
　
　
　
根
の
上
高
原
観
光
保

勝
会
（
浮う

き

洲す

）
志
０
５
７
３
―

６
７
―
９
９
０
３

　
山
岡
町
内
の
１２
の
女
性
活

動
グ
ル
ー
プ
で
構
成
す
る
レ

デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

学
び
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
学
習
会
や
講
演
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は「
食
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１９
日
㈰
午
後
１

時□
と
こ
ろ
　
山
岡
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

□
演
題
　「
健
康
で
楽
し
く
生

き
る
た
め
に
」

□
講
師
　
五
十
嵐
桂け

い

葉は

氏
（
鈴

鹿
医
療
大
学
非
常
勤
講
師
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｌ
Ｅ
Ｔ`

Ｓ
食
の
絆
顧

問
、
愛
知
県
栄
養
士
会
参
与
）

　
　
山
岡
振
興
事
務
所
志
５
６

―
２
１
１
１

□
と
き
　
１１
月
１１
日
㈫
、
１３
日

㈭
、
１８
日
㈫
、
２０
日
㈭
午
前
９

時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
見

方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
を
学
び
ま
す
。

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
３
０
０
円
程
度
が

必
要
）

□
定
員
　
１８
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
期
間
　
１０
月
１１
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で

□
そ
の
他
　
テ
キ
ス
ト
は
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま

す
の
で
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
１０

月
２７
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば

優
先
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
受
講
生
を
募
集

　
最
近
、
市
か
ら
出
さ
れ
る
各

種
の
資
料
が
カ
ラ
ー
刷
り
で
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
地
域
で
の
会
議
資
料

と
し
て
印
刷
す
る
と
、
真
っ
黒

に
な
っ
て
見
え
づ
ら
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
地
域
で
コ
ピ
ー
利
用
す
る
と

思
わ
れ
る
印
刷
物
に
つ
い
て

は
、
カ
ラ
ー
部
分
を
薄
い
色
で

作
成
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
特
に
、
赤
や
青
の
濃
い
色

が
黒
く
な
り
ま
す
。
コ
ピ
ー
利

用
が
多
い
印
刷
物
は
計
画
書
、

報
告
書
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な

ど
で
す
。

　
　
　（
柘
植
さ
ん
・
飯
地
町
）

　
各
種
の
資
料
に
つ
い

て
、
コ
ピ
ー
が
想
定
さ

れ
る
場
合
は
、
白
黒
で
印
刷
し

た
り
、
薄
い
色
を

使
っ
た
り
す
る
な
ど

し
て
、
コ
ピ
ー
し
た

と
き
の
見
や
す
さ
を

考
慮
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

                

　（
総
合
政
策
課
）

　

燃
え
な
い
ご
み
袋
を
ば
ら
売

り
し
て
ほ
し
い
で
す
。
転
勤
族

な
ど
は
そ
ん
な
に
多
い
枚
数
は

要
り
ま
せ
ん
。

　
　
　（
上
原
さ
ん
・
長
島
町
）

　

現
在
、
可
燃
ご
み
袋

や
不
燃
ご
み
袋
の
ば
ら

売
り
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
ご
み
袋
に
つ
い
て
再
検
討

す
る
際
に
、
販
売
店
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
環
境
課
）

市
か
ら
の
資
料
の
印

刷
濃
度
を
薄
く
し
て

ご
み
袋
の
ば
ら
売
り

を
し
て
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▲地域を巡るツアーガイド

第
１８
回
言
志
祭

佐
藤
一
斎
ま
つ
り

恵
那
山
麓
博
覧
会
「
え

な
か
」
２
０
１
４
開
催

自
転
車
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

養
成
講
座

問

問

申
・山

岡
町
レ
デ
ィ
ー
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
会

問

問

問

申
・

▲不燃ごみ袋
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